






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































官吏をつとめたが、この間、明治五年（一 七二 九月から約一年間に亙って、大谷光瑩（現如） 、石川舜台、関信三 成島柳北とともに海外視察を行っている。明治十年（一八七 ）から十二年（一八七九）まで上海別院輪番をつとめ、帰国後は本誓寺に戻り、主に地元子弟の教育にあたり、大正十五年（一九二六）に歿した。
　　
著書に『正因弁惑論』 （ 十七年）が、漢詩集に『金城繁華


















5）小栗憲一（一八三四～ 九一五） 元園のち布岳と号した。豊後・妙正寺に生まれ、兄の小栗栖香頂と同じく咸宜園に学ぶ。幕末維新期にかけて、長崎などで教会に諜者を潜入させるなどの対キリスト教活動に従事した。維新後 宗名回復運動 一向宗→浄土真宗、明治四年） 参加 、弾正台・監部・宮内省・教部省・大蔵省で勤務したほ 、真宗京都中学校長や善教寺住職をつとめた。明治十一年（一八七八）に琉球を 明 三十一年（一九八）に韓国を訪れている。著書に、 『豊絵詩史』 （明治十七年） ・


































（0）北方心泉 一八五〇～一九〇五 、金沢・常福寺第 世住職。名は蒙 心泉・小雨・月荘・文字禅室・聴松閣・酒肉和尚などと号した。明治十年（一八七七）から明治十六年（一八八三）まで清国布教事務掛として上海別院に勤務する。明治十六年 一八八三）に肺病のため帰国し、長崎での療養生活を余儀なくされる。その後、三宅真軒の助言のもと書学を学び始め、明治二 三年（一 九〇 開催された第三回内国勧業博覧会に書作を出品し入賞しており、一般には楊守敬とは別にわが国に北派書風 持込んだ人物として知られる
（
（1）白華文庫には、咸宜園関係者の漢詩集を多く所蔵するほか、咸宜園出身の長三洲から借りて書写した『蘇東坡詩鈔』 （末尾に
































































































































































































111）細川千巌 一八三四～ 九七 は、筑後・伯東寺に養子に入り、幕末維新期は破邪顕正につとめ、のちに鹿児島および琉球布教に尽力した。明治三十年（一八九七）に最高学階の講師を贈られた。
（
11（）香山院（樋口）龍温（一八〇〇～一八八五）は、会津の人。幕末維新期は破邪顕正につとめ、著作に『闢邪護法策』などがある。
（
113）五岳の代表的作品。明治十年（一八七七）の西南戦争をよんだもの。
（
11（） 『詩鈔』は題名を「過田原坂」に作る。
（
115） 『詩集』は題名を「東肥田原途中」に作る。
（
11（） 『詩集』は題名を「奉法主」に作る。
（
117） 『詩集』は題名を「大谷大法主 耶馬渓随行有此作」に作る。
（
11（） 『詩集』は題名を「偶作」に作る。
（
11（） 『続詩鈔』は題名を「無題」に作る。
（
1（0） 『詩鈔』は題名を「観西郷隆盛之墳墓図有此作」に作る。前述の通り、五岳は西南戦争直前に西郷隆盛と密会しており、五岳が住職をつとめた専念寺には五岳が描いた西郷の肖像画が所蔵される（現在、個人蔵） 。
（
1（1）明治十三年 一八八〇 の作。
（
1（（）明治十五の作、慧燈大師とは同年、明治天皇より蓮如 下賜された諡号。 『詩集』は題名を「慧燈大師」に作る
（
1（3） 『詩集』は題名を「無題」に作る。
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